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左の写真は、平成 12年にビオトープを造ったときの様子。当時

片上地区の川からも姿を消しつつあったメダカの現状を知り、メ

ダカが住める環境づくりに取り組みました。24年たった今でも、

メダカが元気に泳いでいます。 

豊かな自然の中で 

１５０周年記念講演会 ようこそ先輩！「２０２４年宇宙の旅」 

片上小学校創立 150 周年記念事業 
実行委員会 事務局：片上小学校内 
〒916-1102 鯖江市大野町 16-6 

TEL 0778-51-4802  

FAX 0778-51-7840 

Mail  katakami@sabae.ed.jp 

 講 演 に つ い て  ～ 白 崎 さ ん よ り ～ あ あ 

片上小学校の周りには、豊かな自然が残され

ており、2024 年でもきれいな夜空を見られ

る美しい場所だと思います。この講演では、

「夜空はどうして暗いのか」という素朴な疑

問を出発点にして、わたしたちの住む宇宙が

どういう歴史を辿ってきたかを考えてみま

す。お話しする内容は、風船のように膨らむ

宇宙、熱々の火の玉宇宙、網の目のような姿

をした宇宙など、どれも夜空からの光を一生

懸命集めてわかった宇宙です。講演の後半に

は、目で見えないお化けのような物質ダーク

マターに関する研究成果をざっくばらんに

紹介して、光で見えないダークな宇宙の研究

最前線に触れてみたいと思います。  

実行委員会では、１１月９日（土）の記念行事の一つと

して、１５０周年記念講演会「ようこそ先輩！」を企画してい

ます。講師は平成１１年度の卒業生で、現在国立天文台

に勤務されている白崎正人さんです。講演では、魅力あ

ふれる宇宙の謎について、最先端の研究をされている中

から、とっておきのお話をしていただく予定です。 

国立天文台 

研究力強化戦略室 助教 

白崎 正人 氏 

右の写真は、今年の７月に、4・ 

5 年生が、学校近くの水田にす

む小さな生き物たちを観察した

時の様子。私たちの住む片上が、

豊かな自然環境に囲まれている

ことを実感しました。 

あ講師プロフィールああああ 

1987 年生まれ。片上小学校出身 

東陽中、武生高校を卒業後、名古

屋大学理学部物理学科を経て、

2015 年東京大学大学院理学系研

究科物理学専攻修了。理学博士。

2015 年東京大学大学院理学系研

究科研究奨励賞。2017 年第 33 回

井上研究奨励賞受賞。専門分野

は観測的宇宙論。 

ご寄付のご報告（８月２２日現在） 

寄付件数  １１６ 件 

寄 付 額 １,３９５,９５７ 円 

ありがとうございました。 

なお、寄付は９月末日まで受け付けております。 


